



























歯部 開咬が認め られた。ALDは 上顎+2.0mm,
下顎-2.5mmであった。顔面正中に対 し上顎歯












顎狭窄歯列弓と舌機能 を考慮 し口腔容積 を縮小 し






係 を獲得す ることとした。上下顎歯列 にプ リア
ジャステ ッドアプライアンス(.022slot)を使用











で非抜歯にて動的治療 を終了 した。現在,保 定管
理中で良好な咬合を維持されている。患者は治療
結果に満足 され,QOLの 向上 に貢献できたと考
えている。
【結　論】歯科矯正用アンカースクリューを使用
し,上顎大臼歯の遠心移動および圧下 を行 うこと
で,非 抜歯矯正治療の適応範囲拡大や外科矯正治
療のボーダーライン症例におけるカモフラージュ
治療への適用が期待できると考 えられた。
